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※ 次回の「弘法さん」縁日は４月１３日 (月 ) です。
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弘法山遍照院

１番　神路山総持寺

２番　大仙山西福寺

３番　天日山密蔵院

   

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
い
よ
い
よ
春
本

番
。
と
は
い
え
、
朝
晩
は
冷
え
込
み
ま
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

   

今
年
の
か
わ
ら
版
は
三
河
新
四
国
八
十
八

ヶ
所
霊
場
に
つ
い
て
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
月
か
ら
紙
上
遍
路
に
出
発
。
ま
ず

は
開
創
霊
場
を
お
訪
ね
し
、
三
河
三
弘
法
か

ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

★
見
返
弘
法
大
師
の
遍
照
院

   

知
立
駅
あ
る
い
は
三
河
知
立
駅
か
ら
徒
歩

十
五
分
、
弘
法
通
り
を
進
む
と
左
側
に
弘
法

山
遍
照
院
の
山
門
が
あ
り
ま
す
。

   

お
寺
に
は
山
号
・
院
号
・
寺
号
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
こ
遍
照
院
は
院
号
で
親
し
ま
れ
、

三
河
新
四
国
の
開
創
霊
場
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
真
言
宗
豊
山
派
の
お
寺
で
す
。

   

八
二
二
年
（
弘
仁
十
三
年
）
、
お
大
師
様

が
関
東
方
面
に
巡
錫
す
る
途
中
、
当
地
に
約

一
ヶ
月
逗
留
。

   

修
行
場
と
し
て
当
寺
を
開
創
し
、
旅
立
ち

の
際
に
庭
の
赤
目
樫
の
木
で
ご
自
身
の
坐
像

を
三
体
刻
ま
れ
ま
し
た
。

   

三
体
の
う
ち
、
最
も
根
本
に
近
い
と
こ
ろ

の
木
で
刻
ま
れ
た
坐
像
が
当
寺
の
ご
本
尊
。

   

別
れ
を
惜
し
ん
で
や
や
右
を
向
い
て
振
り

返
っ
て
い
る
お
姿
か
ら
、
見
返
弘
法
大
師
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

   

残
り
の
二
体
は
、
二
番
札
所
（
西
福
寺
）
と

三
番
札
所
（
密
蔵
院
）
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

   

お
大
師
様
自
ら
建
立
し
た
名
刹
と
し
て
千

二
百
年
の
法
燈
を
継
承
。
旧
暦
二
十
一
日
の

月
命
日
に
は
「
弘
法
さ
ん
」
の
縁
日
が
立
ち

ま
す
。

ご
本
尊  

見
返
弘
法
大
師

ご
詠
歌  

さ
ら
ぬ
だ
に 

竜
華
の
春
の 

遠
け

       

れ
ば 

見
返
り
給
ふ 

慈
悲
ぞ 

深
け
れ

★
流
汗
不
動
明
王
の
総
持
寺

   

遍
照
院
か
ら
北
上
し
、
名
鉄
線
を
越
え
て

約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
一
番
札
所
は
神
路
山

総
持
寺
、
天
台
寺
門
宗
の
お
寺
で
す
。

   

先
月
号
で
一
寺
院
二
札
所
が
三
河
新
四
国

の
特
徴
と
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
一
番
札
所

か
ら
四
番
札
所
ま
で
は
一
寺
院
一
札
所
で
す
。

   

八
五
〇
年
（
嘉
祥
三
年
）
、
慈
覚
大
師
が

開
山
。
ご
本
尊
の
流
汗
不
動
明
王
は
、
お
大

師
様
が
当
地
ご
逗
留
の
際
に
刻
ま
れ
ま
し
た
。

   

衆
生
（
人
々
）
の
願
い
を
叶
え
る
べ
く
、

汗
を
流
し
て
霊
験
に
努
め
、
い
つ
し
か
流
汗

不
動
明
王
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ご
本

尊
。
お
顔
は
黒
光
り
し
、
お
腹
に
は
三
筋
の

流
れ
る
汗
が
見
え
る
そ
う
で
す
。

   

唐
風
と
も
思
え
る
山
門
前
を
通
る
の
は
旧

東
海
道
。
か
つ
て
は
知
立
神
社
の
別
当
寺
で

し
た
。

ご
本
尊  

流
汗
不
動
明
王

ご
詠
歌  

総
て
持
て 

仏
の
慈
悲
の
深
け
れ
ば

           

此
の
世 

後
の
世 

願
う
心
を

★
見
送
弘
法
大
師
の
西
福
寺

   

一
番
札
所
か
ら
西
へ
約
一
・
五
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
二
番
札
所
は
大
仙
山
西
福
寺
。
曹
洞

宗
の
お
寺
で
す
。
こ
の
辺
り
は
知
立
市
と
刈

谷
市
が
入
り
組
ん
で
お
り
、
西
福
寺
は
刈
谷

市
で
す
。

   

元
々
は
大
仙
山
雲
涼
院
と
瑞
雲
山
西
福
寺

と
い
う
ふ
た
つ
の
お
寺
。
約
四
百
年
前
の
戦

火
で
焼
失
。
両
寺
を
引
き
継
い
で
再
建
さ
れ

ま
し
た
。

   

当
山
に
安
置
さ
れ
て
い
る
見
送
弘
法
大
師

は
、
お
大
師
様
当
地
ご
逗
留
の
際
に
刻
ん
だ

三
像
の
ひ
と
つ
。
し
た
が
っ
て
、
当
寺
は
三

河
三
弘
法
の
二
番
札
所
で
す
。

   

境
内
か
ら
約
百
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
奥
の
院

に
は
大
師
井
が
あ
り
ま
す
。
干
ば
つ
に
苦
し

む
当
地
を
救
う
た
め
に
、
お
大
師
様
が
錫
杖

で
掘
り
当
て
た
清
水
と
伝
わ
り
ま
す
。

ご
本
尊  

阿
弥
陀
如
来

ご
詠
歌  

わ
け
登
る 

花
の
嵐
の 

梢
よ
り

           

一
ツ
木
山
に 

月
ぞ
か
が
や
く

★
流
涕
弘
法
大
師
の
密
蔵
院

   

二
番
札
所
か
ら
北
東
に
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
三
番
札
所
は
天
日
山
密
蔵
院
。
臨
済
宗

の
お
寺
で
す
。
密
蔵
院
も
刈
谷
市
で
す
。

   

創
建
は
八
二
二
年
（
弘
仁
十
三
年
）
、
開

創
霊
場
遍
照
院
と
同
じ
で
す
。

   

ご
本
尊
の
流
涕
（
り
ゅ
う
て
い
）
弘
法
大

師
は
お
大
師
様
が
彫
っ
た
三
像
の
ひ
と
つ
。

当
寺
は
三
河
三
弘
法
の
三
番
札
所
で
す
。

   

二
番
札
所
と
同
様
に
、
水
不
足
で
苦
し
む

衆
生
（
人
々
）
を
救
う
た
め
に
お
大
師
様
が

お
加
持
を
行
い
、
冷
水
を
湧
き
出
さ
せ
た
と

言
い
伝
え
ら
れ
ま
す
。

   

人
々
が
感
謝
し
て
感
涙
し
た
と
い
う
意
味

で
し
ょ
う
か
。
流
涕
弘
法
大
師
の
「
涕
」
は

「
な
み
だ
」
や
「
水
」
を
表
す
漢
字
の
よ
う

で
す
。

   

一
七
一
四
年
（
正
徳
四
年
）
、
木
瞼
禅
師

に
よ
っ
て
改
宗
、
中
興
さ
れ
て
今
日
に
至
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

ご
本
尊  

流
涕
弘
法
大
師

ご
詠
歌  

あ
い
き
や
う
の 

誓
い
を
頼
む

           

い
ち
り
や
ま 

か
み
の
か
げ
あ
る

            

寺
に
詣
り
て

★
日
本
三
庚
申

   

さ
て
、
来
月
は
知
立
に
戻
っ
て
四
番
札
所

の
無
量
壽
寺
を
巡
拝
し
た
後
、
北
上
し
て
豊

田
市
の
霊
場
を
巡
り
ま
す
。
日
本
三
庚
申
の

ひ
と
つ
を
祀
る
三
光
寺
（
七
番
札
所
）
も
参

拝
し
ま
す
。
乞
ご
期
待
。

   


